
⇒キーワードは、「財務の把握」「経営改善等」

平成２５年１１月１４日（木）
姫路商工会議所６階、尾上会計
事務所主催「経営支援セミナー
２０１３」が開催されました！

正確な税務申告・信頼性の高い決算書が求められる時代
昨今、企業会計において、金融機関や公的機関から求められる水準が
高まってきました。
会計帳簿は、正しく記帳できて当たり前。今後、企業が永続的に
発展していくために、しっかり帳簿をつけましょう。そのためには、
会計への正しい知識と理解がとても重要です！

ぜひ、本日のセミナーを聞いて会計への正しい知識を身につけ、
明日から自社の経理で実践してください。

損益計算書が同じ企業でも、
各々の事情によって
資金繰り状況がちがうってホント？

⇒会計の原理原則をシンプルに理解しましょう！

①損益計算書の見方を覚えると、会社の儲ける力が

現金主義 ⇒
発生主義への
転換を！！

所長 尾上 誠一

①「単式簿記」と「複式簿記」のちがい
収入ー支出 ＝ 現預金 ⇒ 「単式簿記」これに、
収益ー費用 ＝ 利益 を合わせると、「複式簿記」になる。
全ての取引が現金で決済される場合だけが資金＝利益になる。

②取引は現金以外にもある
会社の取引は全て現金ですか？給与や地代、売上や仕入は？
⇒貸借対照表、損益計算書、キャッシュフロー計算書による

自社の財務管理体制が、お金の動きがより詳細に分かる！！

⇒キーワードは、「財務の把握」「経営改善等」
「金融機関等との信頼関係」。中小企業の主な
利害関係者である金融機関、取引先、同族株主等
に開示し実務上で使われている基本的な項目に限定
されており、税務申告処理に調和した会計ルール
となっています。

見えてくる！
②厳しい経済環境を乗り越えるには、借入金をいくら

返済しなければならないか？が分かる！
③自社の儲ける力と財産と借金が分かれば将来予測できる！

変動損益計算書の構成を覚えましょう！

講師：武田 勝史

講師：尾上 尚樹

月単位での予実対比の実現！

★売上予算を作る
①１年間にいくら売りたいかを決める。
②商品群、得意先別、担当者別売上を月別

に計上する。
③毎月の売上高で、実現可能性を検討する。
④上記①～③を繰り返し、売上予算を作成

する。

こんな会社にしたい
と“想う”ことが
利益・資金計画

★変動損益計算書の構造について知る
変動費、固定費の内訳は？
売上の前年構成比、諸経費、設備投資、
仕入価格、仕入先・・・ｅｔｃ

立案した事業計画の実現に向かって！

★ＰＤＣＡサイクルをまわす ～計画・実行・評価・改善～
①売上をチェック。
②利益計画の予実実績を検討する（自計化）

いかにして月次をはやく締めることが出来るか。月次締めが遅くなってしまう
原因は？⇒仕入や経費等の書類が遅い など

③月次決算の早期化へ
金融機関から、前期の決算書や今期の月次試算表の提出を求められた際に、
タイムリーに会計処理していれば、すぐに試算表の提出ができる！そのためには、
試算表と連動した事業計画が必要。

管理会計の導入、資金調達力、
事業再構築など、自社の経営を
見つめなおし、課題解決に努め
ることがとても重要です！！

会計事務所がサポート
します！






